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〇児童の健やかな心と
体の育成

★
継
続

・自分の健康や
体のことを意識
して生活する児
童の育成を図
る。

・体を動かす運動や遊びの
紹介，実施
・体育の時間と家庭学習を
つなげた運動の実施
・日常的な学級指導に加
え，時宜を得た養護教諭等
による保健指導

・児童アンケートによ
る「体を動かすことが
楽しい」と回答する児
童80％以上
・ノーメディア週間に
おける平日のメディア
視聴時間１時間以内
70％以上

目標を達成できなかった。1
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じた際の協
同的な課題解決が図られなかった。

1 目標を大きく下回り，成果が認められなかった。 1 ４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

2
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生じた際の
協同的な課題解決があまり図られなかった。

2 目標を下回り，成果よりも課題が多かった。 2 ４０％以上６０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった。

3
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題が生じた
際は，協同的な課題解決がある程度図られた。

3 目標をある程度達成し，一定の成果をあげた。 3 ６０％以上８０％未満の達成度

十分に目標を達成できた。

4
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協
同的な課題解決が概ね図られた。

4 目標を概ね達成し，望ましい成果をあげた。 4 ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた。

5
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が生じた際
は，協同的な課題解決が十分に図られた。

5 目標を大幅に達成し，十分な成果をあげた。 5 １００％以上の達成度
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〇全教室での「子ども
主体の学び」の実現

★
継
続

・「子どもの主
体学びの実現」
を意識した授業
づくり・授業実
践を通して，確
かな学力の定着
を図る。

・つけたい力を明確にした
単元づくり
・適切な学習課題設定
・児童の言葉や気づきでつ
なぐ授業づくり
・ＳＤＧｓ教育の推進

・主体的で深い学びに
関するアンケート項目
における児童の肯定的
回答80％以上
・国・算・理テスト
80点以上の児童80％
以上

2

〇自分の仕事に意義や
やりがいを感じる働き
方改革の推進

継
続

・教職員の心と
体の元気が児童
の生き生きとし
た学びにつなが
るような学校運
営を行う。

・定時退校日の徹底
・入校・退校時刻記録の確
実な入力と教職員への助言
指導
・行事準備や業務遂行のた
めの時間の確保

・時間外勤務月45時
間以内の教職員の割合
100％

・「仕事にやりがいを
感じている。」と回答
する教職員90％以上

〇安全で安心できる学
校の実現

2
継
続

・児童と保護者
が安心，安全な
学校生活を実感
できる環境をつ
くる。

・保護者への丁寧な対応と
連携
・学校からの積極的な情報
発信
・地域人材等の積極的かつ
効果的な活用
・行事写真の校内掲示，毎
月HP更新作業の時間確保

・保護者アンケートに
よる学校教育に関する
項目の肯定的評価
90％以上

・月２回以上のHPの
更新

3

〇教育活動全般を通し
た児童の自己肯定感の
高揚

継
続

・自他のよいと
ころを認め，優
しく強く助け合
う児童の育成を
図る。

・教育相談体制の充実（組
織的な生徒指導体制の確
立）
・全教職員による児童一人
一人の情報共有

・児童アンケートによ
る「自分にはよいとこ
ろがある」「友だちの
よいところをみつけよ
うと思う」と回答する
児童85％以上


